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芦田川直轄河川改修事業



 

  

河川改修事業の再評価項目調書 
事 業 名 (箇所名) 芦田川直轄河川改修事業 

実  施  箇  所 芦田川水系直轄管理区間 広島県福山市、府中市 

該  当  基  準 再評価実施後一定期間（3年）が経過している事業 

事  業  諸  元 
一般改修（堤防整備、河床掘削、堤防質的強化対策） 

管理延長 芦田川L=43.0km、高屋川7.6km 

事  業  期  間 
芦田川直轄河川改修事業（整備期間20年）：平成20年度～平成39年度 

当面想定している事業 （整備期間 7年）：平成30年度～平成36年度 

総 事 業 費 (億円) 
（整備期間20年） 

（整備期間 7年） 

約152 

約58 
残 事 業 費 (億円) （整備期間10年） 約95 

目 的 ・ 必 要 性 

・芦田川流域は、広島県東部に位置し、中国地方４番目の人口を抱える中核都市の福山市

を中心に、府中市や尾道市、三原市の一部等を擁している。 

・芦田川では、戦後最大の昭和 20 年 9 月洪水（枕崎台風）や昭和 47 年 7 月洪水等の度重

なる洪水による被害を受けたことから、河道の整備や八田原ダムの建設等を継続的に進

めてきた。しかし、近年においても平成 10 年 10 月洪水（戦後第二位）により、芦田川

中流の府中市目崎地区より上流の区間で住宅や畑、国道 486 号が浸水する等の被害が発

生している。今後、昭和 20 年 9 月洪水や平成 10年 10 月洪水が再び発生した場合、多大

な被害が想定されるため、計画的な河川改修事業を実施する必要がある。 
（洪水実績） 

・昭和20年 9月洪水：家屋浸水戸数2,714戸、浸水面積1,135ha 

・昭和60年 6月洪水：家屋浸水戸数1,746戸、浸水面積  647ha 

・平成10年10月洪水：家屋浸水戸数  179戸、浸水面積 39.4ha 

災害発生時の影響：事業着手前の浸水想定 

  ○浸水人口  ：約28.4万人  

  ○浸水世帯数：約11.3万世帯 

  ◯浸水面積  ：約10.6千ha 

  ○重要な公共施設等：福山市役所、府中市役所、福山東警察署、 

ＪＲ山陽本線、ＪＲ福塩線、国道2号、182号、486号 

  ◯要配慮者利用施設：国立病院機構 福山医療センター、福山市保健所 

便 益 の 主 な 根 拠 
年平均浸水軽減世帯数   502 世帯（当面想定している事業 53  世帯） 

年平均浸水軽減面積     38.8 ha （当面想定している事業 6.1 ha） 

事業全体の投資効率

性 
B：総便益 （億円） C:総費用 （億円） B/C B-C EIRR 

基準 

年度 

 
直轄河川改修事業 総便益 4,681 総費用 142 32.9 4,539 344% H29 

残事業 総便益 786 総費用 74 10.7 713 103% H29 

感   度   分   析 

 残事業（B/C） 全体事業（B/C） 

残事業費（+10% ～-10%） 9.8～11.8 31.4～34.6 

残 工 期（+10% ～-10%） 10.6～10.7 32.5～33.3 

資    産（-10% ～+10%） 9.6～11.7 29.7～36.1 

当面の段階的な整備（H30～H36）：B/C=  13.0 

事 業 の 効 果 等 

・府中市街地より上流においては、戦後第2位の洪水である平成10年10月洪水が再び

発生しても安全に流下させる。（府中地点1,200 m3/s） 

・府中市街地より下流においては、戦後最大洪水である昭和20年9月洪水が再び発生

しても、安全に流下させる。(山手地点2,100m3/s、府中地点1,500 m3/s) 

浸水世帯数  約25,280世帯 ⇒ 0世帯 

浸水面積   約1.620ha  ⇒ 0ha  

被 害 額    約6,670億円 ⇒ 0億円  

- 1 -



 

  

 

社会情勢等の変化 

＜地域状況＞ 

・福山市の北部地域及び府中市の市街地中心部を東西に貫く国道 486 号の拡幅による沿道

型商業施設の集積や福山市立大学の開学（平成 23 年 4 月）など、備後地方における行

政、経済の中心地としてさらなる発展が望まれている。 

・芦田川水系の関係市は「芦田川改修促進期成同盟会」を組織し、治水事業の促進を強く

要望している。 

 

＜事業に関わる地域の人口、資産等の変化＞ 

○人 口  ：1.08倍（284,335人/262,777人）     〈H22／H17数値〉 

○世 帯 数 ：1.15倍（113,030世帯/98,548世帯）    〈   〃    〉 

○事 業 所 ：0.99倍（18,331事業所/18,574事業所）  〈H26／H18数値〉 

○耕地面積 ：0.99倍（1,619.9ha/1,629.7ha）       〈   〃      〉 
（出典）人口、世帯数：国勢調査（H17,H22） 

    事業所、従業者数：経済センサス（H18,H26） 

事業の進捗状況 

・平成20年12月4日に芦田川水系河川整備計画（国管理区間）を策定し、河川整備計画対象

期間概ね20年を目標に事業を遂行。 

・平成20年度に草戸下流・洗谷地区、平成23年度に栗柄・高木地区の河床掘削が完了し、

土生・目崎・父石地区において、河床掘削・築堤、橋梁の架け替えを実施中。 

事業の進捗の見込み 
・事業は順調に進捗。関係機関や地域からの要望、協力体制も構築されていることから、

今後も円滑な事業進捗が見込まれる。 

コスト縮減や代替案

立案等の可能性 

・新技術・新工法を活用するとともに、掘削箇所で発生する掘削土について、関係機関等

との事業調整や有効利用を図り、コスト縮減に努める。 

対 応 方 針(原案) 継続 

対 応 方 針 理 由 

・治水安全度向上の必要性、費用対効果、地元の協力体制等の観点から、事業継続が妥当

である。 

・今後の詳細な設計や施工段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも

配慮して事業を進め、より一層の事業効果の発現に努める。 

そ の 他 － 
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事
業
再
評
価
説
明
の
進
め
方

②
芦

田
川
流
域
の
概
要
、
事
業
の
目
的
・
必
要
性

③
河

川
整
備
計
画
の
整
備
目
標
・
整
備
期
間
・
実
施
内
容

①
今

後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

④
事

業
の
進
捗
状
況
、
今
後
実
施
す
る
主
な
事
業
内
容

⑥
費

用
対
効
果
分
析

費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）
算
出
、
事
業
効
果

⑤
事

業
の
費
用
対
効
果
分
析

参
考 ・
芦
田
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
前
回
評
価
時
と
の
比
較

・
芦
田
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析
（
感
度
分
析
）

・
事
業
費
増
額
の
主
な
内
容

・
事
業
に
お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
（
建
設
発
生
土
の
有
効
利
用
）

・
貨
幣
換
算
が
困
難
な
効
果
等
に
よ
る
評
価
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①
事

業
の

必
要

性
等

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

1
)
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

2
)
事

業
の

投
資

効
果

3
)
事

業
の

進
捗

状
況

○
福
山
市
の
北
部
地
域
及
び
府
中
市
の
市
街
地
中
心
部
を
東
西
に
貫
く
国
道
4
8
6
号
の
拡
幅
に
よ
る
沿
道
型
商
業
施
設
の
集
積
や
福
山
市
立
大
学

の
開
学
（
平
成
2
3
年
4
月
）
な
ど
、
備
後
地
方
に
お
け
る
行
政
、
経
済
の
中
心
地
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。

○
芦
田
川
水
系
の
関
係
市
は
「
芦
田
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
組
織
し
、
治
水
事
業
の
促
進
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

○
平
成
2
0
年
1
2
月
4
日
に
芦
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
国
管
理
区
間
】
を
策
定
し
、
河
川
整
備
計
画
対
象
期
間
概
ね
20
年
を
目
標
に
事
業
を
遂

行
。

◯
平
成
2
0
年
度
に
草
戸
下
流
・
洗
谷
地
区
、
平
成
2
3
年
度
に
栗
柄
・
高
木
地
区
の
河
床
掘
削
が
完
了
し
、
土
生
・
目
崎
・
父
石
地
区
に
お
い
て
、

河
床
掘
削
・
築
堤
、
橋
梁
の
架
け
替
え
を
実
施
中
。

○
事
業
は
順
調
に
進
捗
。
関
係
機
関
や
地
域
か
ら
の
要
望
、
協
力
体
制
も
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
円
滑
な
事
業
進
捗
が
見
込
ま
れ

る
。

◯
新
技
術
・
新
工
法
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
掘
削
箇
所
で
発
生
す
る
掘
削
土
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
等
と
の
事
業
調
整
や
有
効
利
用
を
図
り
、

コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

○
上
記
よ
り
、
治
水
安
全
度
向
上
の
必
要
性
、
費
用
対
効
果
、
地
元
の
協
力
体
制
等
の
観
点
か
ら
、
事
業
継
続
が
妥
当
で
あ
る
。

○
今
後
の
詳
細
な
設
計
や
施
工
段
階
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
事
業
を
進
め
、
よ
り
一
層
の

事
業
効
果
の
発
現
に
努
め
る
。

①
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

１
．

再
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価
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視
点

○
費
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便
益
比

全
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(B
/
C
)
＝

3
2
.
9
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B
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＝

1
0
.
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面
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1
3
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会
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果
○
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知
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見
：
対
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方
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（
原
案
）
に
つ
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は
、
異
存
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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世
羅

台
地

神
辺

平
野

②
芦

田
川

流
域

の
概

要

流
域

及
び

氾
濫

域
の

諸
元

■
芦
田
川
は
、
広
島
県
三
原
市
大
和
町
蔵
宗
を

源
に
発
し
、
世
羅
台
地
を
貫
流
し
府
中
市
を
経
て
高
屋
川
等
を
合
わ
せ
、
神
辺
平
野
を
流
下
し
瀬
戸
内
備
後
灘
に
注

ぐ
一
級
河
川
で

あ
る
。

■
流
域
の
地
形
は
、
上
流
部
は
世
羅
台
地
を
中

心
と
す
る
台
地
が
発
達
し
て
お
り
、
河
床
勾
配
は
約
1
/
1
8
0
を
超
え
る
急
勾
配
の
山
地
河
川
と
な
っ
て
い
る
。
下
流

部
は
、
神
辺
平

野
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
沖
積
平
野
が
発
達
し
て
お
り
、
河
川
は
川
幅
が
増
し
、
河
床
勾
配
も
約
1
/
2
,
0
0
0
と
緩
勾
配
で
流
れ
も
緩
や
か
で
あ
る
。

■
流
域
の
気
候
は
、
降
水
量
が
少
な
い
瀬
戸
内

式
気
候
に
属
し
、
降
雨
は
梅
雨
期
、
台
風
期
に
集
中
し
、
年
間
降
水
量
は
約
1
,
1
0
0
m
m
と
全
国
平
均
の
6
～
7
割
程
度

で
あ
る
。
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芦
田

川
水

系
の

特
徴

②
事
業
の
目
的
・
必
要
性
（
芦
田
川
中
下
流
部
の
特
徴
）

地
形

特
性

（
浸

水
想

定
区

域
図

：
計

画
規

模
）

氾
濫
域
内

の
重

要
な
公

共
施

設
等

・
行
政
機

関
福
山
市

役
所

府
中
市

役
所

福
山
東

警
察

署

・
交
通
網

J
R
山
陽

本
線

、
J
R
福

塩
線

、
国
道
２

号
、

国
道

4
8
6
号
、

国
道

1
8
2
号

・
医
療
・

福
祉

施
設

国
立
病

院
機

構
福

山
医

療
セ
ン

タ
ー

福
山
市

保
健

所

■
芦
田
川
は
、
古
く
か
ら
備
後
地
方
（
広
島
県
東
部
～
岡
山
県
西
部
）
に
お
け
る
、
社
会
・
経
済
・
文
化
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

■
中
国
地
方
４
番
目
の
人
口
を
抱
え
る
中
核
都
市
の
福
山
市
、
及
び
府
中
市
の
市
街
地
を
中
心
に
人
口
・
資
産
が
集
中
し
て
い
る
。

■
芦
田
川
の
中
下
流
部
は
、
福
山
市
街
地
、
及
び
府
中
市
街
地
が
低
平
地
に
広
が
り
、
一
度
氾
濫
す
る
と
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
る
。

福
山
市
役
所福

山
東
警
察
署

福
山
市
保
健
所

福
山
医
療
セ
ン
タ
ー

備
後
灘

府
中
市
役
所

3
1
3

2

1
8
2

4
8
6

氾
濫
原
の

状
況

出
典

：
「
芦

田
川

の
治

水
と

水
防

」
よ

り

A
A’

A
A’

機
械
設
備
工
場

電
子
機
器
製

造
工
場

電
子
機
器
製
造
工
場
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②
事
業
の
目
的
・
必
要
性
（
過
去
の
洪
水
被
害
）

大
正

8
年

7
月

洪
水

（
福

山
市

紅
葉

町
）

昭
和

2
0
年

9
月

洪
水

（
府

中
市

土
生

町
）

昭
和

4
7
年

7
月

洪
水

（
府

中
市

府
中

町
）

■
芦
田
川
に
お
い
て
は
、
過
去
概
ね
3
0
年
に
一
度
の
頻
度
で
大
き
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

■
過
去
の
主
な
洪
水
と
し
て
は
、
戦
後
最
大
流
量
を
観
測
し
堤
防
決
壊
等
の
被
害
が
発
生
し
た
、
昭
和
2
0
年

9
月
洪
水
が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
年

で
は
、
平
成
1
0
年
1
0
月
洪
水
に
お
い
て
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

発
生
年
月

発
生
原
因

山
手
流
量

（
m3
/
s)

被
害
状
況

出
典

大
正

8
年

7
月

梅
雨
前
線

不
明

死
者
2
3
人
、
家
屋
全
壊
2
2
6
戸
、
家
屋
半
壊
1
9
0
戸
、
床

上
浸
水
7
7
0
戸
、
床
下
浸
水
5
4
6
8
戸
、
冠
水
面
積
不
明

①

昭
和
2
0
年

9
月

枕
崎
台
風

約
3
,2

0
0

死
者
8
5
人
、
家
屋
全
壊
1
2
2
戸
、
家
屋
半
壊
8
4
戸
、
家

屋
浸
水
2
7
1
4
戸
、
冠
水
面
積
1
1
3
5
h
a

①

昭
和
4
7
年

7
月

梅
雨
前
線

約
1
,6

5
0

死
者
6
名
、
家
屋
全
壊
1
6
戸
、
家
屋
半
壊
5
3
戸
、
床
上

浸
水
2
0
3
戸
、
床
下
浸
水
1
5
1
戸
、
冠
水
面
積
8
1
0
.
6
h
a

②

昭
和
6
0
年

6
月

梅
雨
前
線

約
1
,6

2
0

家
屋
全
壊
１
戸
、
床
上
浸
水
1
9
6
戸
、
床
下
浸
水
1
5
5
0
戸
、
冠
水
面
積
6
4
7
h
a

③

平
成

5
年

7
月

梅
雨
前
線

約
1
,2

6
0

床
下
浸
水
1
7
戸
、
冠
水
面
積
1
3
9
h
a

③

平
成
1
0
年
1
0
月

台
風
1
0
号

約
1
,5

3
0

床
上
浸
水
4
0
戸
、
床
下
浸
水
1
3
9
戸
、
冠
水
面
積
3
9
.
4
h
a

③

出
典

：
①

芦
田

川
改

修
史

②
昭

和
四

十
七

年
七

月
豪

雨
災

害
誌

：
建

設
省

中
国

地
方

建
設

局
③

水
害

統
計

【
主

な
洪

水
被

害
】

出

芦
田

川

高
屋

川

山
陽

本
線

福
塩

線

出

芦
田

川

高
屋

川

国
道

鉄
道

芦
田

川
、

高
屋

川

大
正

8
年

7
月

洪
水

（
推

定
範

囲
）

昭
和

2
0
年

9
月

洪
水

昭
和

4
7
年

7
月

洪
水

平
成

1
0
年

1
0
月

洪
水

【
浸

水
範

囲
】

平
成

1
0
年

1
0
月

洪
水

（
府

中
市

立
第

三
中

学
校

）
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③
河
川
整
備
計
画
の
整
備
目
標
・
整
備
期
間
・
実
施
内
容

整
備

計
画
目

標
流

量
配
分

図

御 調 川

■
山

手

2
,
1
00

1
,
5
00

※

2
6
0

●
府

中

御 幸 ●

※
府

中
市

街
地

よ
り

上
流

区
間

は
、

府
中

地
点

1
,
2
0
0
m3
/
s
を

整
備

目
標

流
量

に
設

定

(
単

位
:
m3
/
s)

高 屋 川

神 谷 川

瀬 戸 内 備 後 灘

芦
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画

■
整

備
目

標
再

度
災

害
防

止
の

観
点

か
ら

、
府

中
地

点
よ

り
上

流
に

お
い

て
は

、
平

成
1
0
年

1
0
月

洪
水

が
再

び
発

生
し

て
も

計
画

高
水

位
以

下
で

安
全

に
流

下
さ

せ
る

。
上

下
流

ﾊ
ﾞﾗ

ﾝ
ｽ

を
考

慮
し

て
府

中
地

点
よ

り
下

流
区

間
は

昭
和

2
0
年

9
月

洪
水

が
再

び
発

生
し

て
も

安
全

に
流

下
さ

せ
る

。

■
整

備
期

間
目

標
を

達
成

す
る

上
で

の
事

業
量

等
を

勘
案

し
、

概
ね

2
0
年

間
を

整
備

期
間

と
し

て
設

定

■
事

業
箇

所
整

備
期

間
内

に
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

必
要

な
事

業
箇

所
を

選
定

■
芦

田
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

：
平

成
１

６
年

６
月

策
定

■
芦

田
川

水
系

河
川

整
備

計
画

：
平

成
２

０
年

１
２

月
策

定

事
業

箇
所

：
国

管
理

区
間

河
道

：
土

生
・
目

崎
・
父

石
地

区
［
掘

削
・
築

堤
・
堰

改
築

］

戦
後
第
1
位
（S

2
0
.9
洪
水
）

戦
後
第
2
位
（H

1
0
.1
0
洪
水
）

耐
震

耐
震

浸
透

浸
透

浸
透

浸
透

浸
透

危
機

管
理

河
道

：
栗

柄
・
高

木
地

区
［
掘

削
・
床

固
改

築
］

【
整

備
メ

ニ
ュ

ー
】

河
道

掘
削

（
樹

木
抜

開
含

む
）

耐
震

対
策

堤
防

の
浸

透
対

策
危

機
管

理
型

ハ
ー

ド
対

策
国

管
理

区
間

浸
透

浸
透

浸
透

河
道

：
草

戸
下

流
・
洗

谷
地

区
［
掘

削
］
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こ
れ

ま
で

に
実

施
し

た
事

業
内

容
④
事
業
の
進
捗
状
況
（
１
／
２
）

■
平

成
2
0
年

1
2
月

に
芦

田
川

水
系

河
川

整
備

計
画

を
策

定
し

、
こ

れ
ま

で
草

戸
下

流
・
洗

谷
地

区
お

よ
び

栗
柄

・
高

木
地

区
で

は
河

床
掘

削
、

危
機

管
理

型
ハ

ー
ド

対
策

と
し

て
堤

防
天

端
の

保
護

を
実

施
し

た
。

：
国

管
理

区
間

耐
震

浸
透

浸
透

浸
透

浸
透

浸
透

事
業

箇
所

危
機

管
理

河
道

：
土

生
・
目

崎
・
父

石
地

区
［
掘

削
・
築

堤
・
堰

改
築

］

河
道

：
栗

柄
・
高

木
地

区
［
掘

削
・
床

固
改

築
］

河
道

：
草

戸
下

流
・
洗

谷
地

区
［
掘

削
］

草
戸

下
流

・
洗

谷
地

区

河
床

掘
削

草
戸

下
流

地
区

6
ｋ
0

7
ｋ
0

芦
田
川

洗
谷

地
区

瀬
戸
川

※
H
1
7
撮
影

※
H
2
6
撮
影

※
H
2
6
撮
影

芦
田
川

洗
谷

地
区

草
戸

下
流

地
区

6
ｋ
0

7
ｋ
0

芦
田
川

2
6
ｋ
0

2
7
ｋ
0

2
6
ｋ
0

2
7
ｋ
0

高
木

地
区

栗
柄

地
区

高
木

床
固

高
木

床
固

※
H
1
7
撮
影

河
床

掘
削

※
H
2
6
撮
影

栗
柄

・
高

木
地

区

芦
田
川

く
さ

ど
か

り
ゅ

う
あ

ら
い

だ
に

く
り

が
ら

た
か

ぎ

【
整

備
メ
ニ
ュ
ー
】

河
道

掘
削
（
樹
木
抜
開
含
む
）

耐
震

対
策

堤
防

の
浸
透
対
策

危
機

管
理

型
ハ
ー

ド
対
策

事
業

完
了
箇
所

事
業

予
定
箇
所

事
業

中
箇
所

国
管

理
区

間

浸
透

浸
透

浸
透

浸
透

耐
震
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④
事
業
の
進
捗
状
況
（
２
／
２
）

浸
透

対
策

危
機

管
理

型
ハ

ー
ド

対
策

（
堤

防
天

端
舗

装
）

福
山
市
新
市
町
地
先

府
中
市
父
石
町
地
先

芦
田

川

A
S

H.
W.
L 
 ▽

4
5.
70
3

堤
防
天
端
舗
装

芦
田

川

芦
田

川

整
備

前

整
備

後

芦
田

川

整
備
前

整
備

後

整
備

済
み

芦 田 川

整
備

済
み

ド
レ
ー
ン
工
施
工
中

ド
レ

ー
ン

を
施

工
し

、
洪

水
時

に
堤

防
内

に
浸

透
し

た
河

川
水

や
雨

水
の

排
水

を
促

し
、

堤
防

の
安

全
性

を
高

め
る
。

【
新

市
地

区
】
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：
国

管
理

区
間

河
道

：
土

生
・
目

崎
・
父

石
地

区
［
掘

削
・
築

堤
・
堰

改
築

］

河
道

：
栗

柄
・
高

木
地

区
［
掘

削
・
床

固
改

築
］

④
今
後
実
施
す
る
主
な
事
業
内
容
（
当
面
7
年
間
）

■
土
生
・
目
崎
・
父
石
地
区
に
お
い
て
、
平
成
1
0
年
1
0
月
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
今
後
7
年
間
で
、
河
床
掘
削
、

築
堤
・
護
岸
、
橋
梁
架
け
替
え
整
備
を
実
施
予
定
。

■
栗
柄
・
高
木
地
区
に
お
い
て
、
昭
和
2
0
年
9
月
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
高
木
床
固
の
改
築
を
実
施
予
定
。

■
芦
田
川
に
お
い
て
、
浸
透
対
策
を
実
施
予
定
。

河
床

掘
削

2
9
.2

k
築

堤

前
原

橋
架

け
替

え

高
木
床
固
の
改
築

高
木
床
固

3
1
k
0
0
0

3
0
k
0
0
0

2
9
k
0
0
0

2
8
k
0
0
0

2
7
k
0
0
0

五
ヶ
村
用
水
堰

上
前
原
橋

大
渡
橋

府
中
大
橋

2
5
k
0
0
0

2
6
k
0
0
0

府
中
橋

六
地
蔵
用
水
堰

用
土
橋

扇
橋

高
木
床
固

上
前
原
吊
橋

事
業

箇
所

栗
柄

・
高

木
地

区
、

土
生

・
目

崎
・
父

石
地

区
の

拡
大

図

府
中
新
橋

下
前
原
橋

前
原

橋

土
生

・
目

崎
・
父

石
地

区

河
床

掘
削

、
堤
防
の
整
備
、

前
原

橋
の

架
替

栗
柄

・
高

木
地

区

護
岸

整
備

く
り

が
ら

た
か

ぎ

は
ぶ

め
さ

き
ち

い
し

【
整

備
メ
ニ
ュ
ー
】

河
道

掘
削
（
樹
木
抜
開
含
む
）

耐
震

対
策

堤
防

の
浸
透
対
策

危
機

管
理

型
ハ
ー

ド
対
策

事
業

完
了
箇
所

事
業

予
定
箇
所

事
業

中
箇
所

国
管

理
区

間

浸
透

浸
透

浸
透

浸
透
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費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

算
出

の
流

れ

確
率

降
雨

規
模

毎
の

洪
水

氾
濫

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
事

業
実

施
前

後
）

確
率

規
模

毎
の

想
定

被
害

額
の

算
出

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

の
算

出

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

出

総
費

用
【

C
】

全
体

事
業

費
の

算
出

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

出

費
用

便
益

比
【

B
/
C
】

の
算

出

総
便

益
【

B
】

⑤
事

業
の
費

用
対

効
果

分
析
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⑤
事

業
の
費

用
対

効
果

分
析

【
費

用
対

効
果

分
析

に
お
け
る
被

害
額

計
上

に
つ
い
て
】

治
水

事
業

に
お

け
る

便
益

算
定

に
あ

た
っ

て
は

、
『

治
水

経
済

調
査

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

案
）

』
（

平
成

１
７

年
４

月
）

に
よ

り
実

施
し

て
い

る
。

治
水

事
業

の
便

益
は

、
事

業
実

施
前

後
の

氾
濫

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

被
害

額
の

差
分

よ
り

求
め

て
お

り
、

そ
の

被
害

分
類

に
つ

い
て

は
、

右
表

の
と

お
り

で
あ

る
。

具
体

的
に

は
、

家
屋

（
居

住
用

・
事

業
用

建
物

の
被

害
）

や
家

庭
用

品
（

家
具

・
自

動
車

等
の

浸
水

被
害

）
等

の
直

接
被

害
と

、
事

業
所

営
業

停
止

被
害

（
浸

水
し

た
事

業
所

の
生

産
の

停
止

・
停

滞
）

等
の

間
接

被
害

を
浸

水
深

に
応

じ
て

算
出

し
て

い
る

。

治
水

事
業

の
ス

ト
ッ

ク
効

果
出

典
：
治

水
経

済
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
平

成
17

年
4月

表
中

の
は

、
治

水
経

済
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
で

被
害

率
や

被
害

単
価

が
明

示
さ

れ
て

お
り

、
今

回
の

費
用

対
効

果
分

析
に

お
い

て
被

害
額

を
算

定
し

て
い

る
項

目
。

事
業
着
手
前

（
H2
0年

度
時
点
）

事
業
実
施
後
（
H3
9年

度
時
点
）

【
昭
和
2
0
年
9
月
洪
水
（
府
中
地
点
下
流
）
、
平
成
1
0
年
1
0
月
洪
水
（
府
中
地
点
上
流
）
規
模
発
生
時
の

事
業
実
施
前
後
の
浸
水
図
の
イ
メ
ー
ジ
】
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⑥
費

用
対

効
果

分
析

・
費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）
の
算
出

項
目

全
体
事
業

残
事
業

当
面
事
業

便
益

(
B
1
)

4
,
6
8
0
 
億
円

7
8
6
億
円

6
3
7
億
円

残
存
価
値
（
B
2
）

1
 
億
円

1
 
億
円

1
 
億
円

総
便
益
（
B
1
＋
B
2
）

4
,
6
8
1
 
億
円

7
8
6
 
億
円

6
3
8
 
億
円

事
業

費
（
C
1
）

1
3
9
 
億
円

7
0
 
億
円

4
5
 
億
円

維
持
管
理
費
（
C2
）

4
 
億
円

4
 
億
円

4
 
億
円

総
費
用
（
C
1
＋
C
2
）

1
4
2
 
億
円

7
4
 
億
円

4
9
 
億
円

費
用

便
益

比
3
2
.
9

1
0
.
7

1
3
.
0

●
河

川
改

修
事

業
に

関
す

る
総

便
益

（
B

）

●
河

川
改

修
事

業
に

関
す

る
総

費
用

（
C

）

河
川

改
修

事
業

に
係

わ
る

便
益

は
、

洪
水

氾
濫

区
域

内
に

お
け

る
家

屋
、

農
作

物
、

公
共

施
設

等
に

想
定

さ
れ

る
被

害
に

対
し

て
、

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

を
「
治

水
経

済
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
」
に

基
づ

き
計

上

河
川

改
修

事
業

に
係

わ
る

建
設

費
及

び
維

持
管

理
費

を
計

上

※
社

会
的

割
引

率
（
年

4%
）
及

び
デ

フ
レ

ー
タ

を
用

い
て

現
在

価
値

化
を

行
い

費
用

を
算

定
。

※
端

数
処

理
の

た
め

合
計

が
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
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山
手

府
中

⑥
費

用
対

効
果

分
析

山
手

府
中

山
手

府
中

(
例
)
河
川
整
備
計
画
目
標
流
量
(
府
中
地
点
よ
り
下
流
：
昭
和
2
0
年
9
月
洪
水
と
同
規
模
、
府
中
地
点
よ
り
上
流
：
平
成
1
0
年
1
0
月
洪
水
と
同
規
模
)
を
対
象
に
し

た
被
害
の
状
況

事
業
実
施
前

(
H
2
0
年
度
時
点
)

山
手

府
中

浸
水

世
帯

数
約

2
5
,2

8
0
世

帯

浸
水

面
積

約
1
,6

2
0

h
a

被
害

額
約

6
,6

7
0
億

円

浸
水

世
帯

数
約

2
,4

4
0
世

帯
(-

9
0
%
)

浸
水

面
積

約
2
9
0

h
a(

-
8
2
%
)

被
害

額
約

1
,1

5
0
億

円
(-

8
3
%
)

評
価
時
点

(
H
2
9
年
度
時
点
)

当
面
7
年
間
整
備
後

(
H
3
6
年
度
時
点
)

事
業
実
施
後

(
H
3
9
年
度
時
点
)

浸
水

世
帯

数
0
 世

帯
(-

1
0
0
%
)

浸
水

面
積

0
h
a(

-
1
0
0
%
)

被
害

額
0
 億

円
(-

1
0
0
%
)

浸
水

世
帯

数
約

1
8
0
 世

帯
(-

9
9
%
)

浸
水

面
積

約
3
0

h
a(

-
9
8
%
)

被
害

額
約

2
0
 億

円
(-

9
9
.7

%
)

浸
水

被
害

が
解

消

浸
水

被
害

が
解

消

浸
水

被
害

が
解

消

注
）
表

内
は

各
分

析
時

点
の

被
害

状
況

、
並

び
に

事
業

実
施

前
か

ら
の

減
少

割
合

を
示

す

- 16 -



参
考
：
芦
田
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
前
回
評
価
時
と
の
比
較

◆
前
回
評
価
時
と
の
比
較

※
1
）
「
各
種
資
産
評
価
単
価
及
び
デ
フ
レ
ー
タ
ー
（
平
成
2
9
年
2
月
改
正
）
」
に
合
わ
せ
て
消
費
税
を
控
除

※
2
）
平
成
2
8
年
4
月
5
日
事
務
連
絡
「
費
用
便
益
分
析
の
費
用
算
定
に
お
け
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
に
基
づ
き
消
費
税
を
控
除

※
3
）
前
回
評
価
（
H
2
6
.
1
0
）
は
、
要
点
審
議
の
た
め
費
用
対
効
果
分
析
を
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
前
々
回
評
価
（
H
2
3
.
1
0
）
を
記
載

前
々
回
評
価

（
H
2
3
.
1
0
報
告
）

前
回
評
価

（
H
2
6
.
1
0
報
告
）

今
回
評
価

備
考

事
業
諸
元

河
道
掘
削
、
築
堤
・
護

岸
、
樋
門
等

同
左

河
道
掘
削
、
築
堤
・
護

岸
、
樋
門
等
、
危
機
管

理
型
ハ
ー
ド
対
策
等

・
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
を
新
た
に
加
え
る

事
業
期
間

平
成
2
0
年
～
平
成
3
9
年

度
末
（
予
定
）

（
2
0
カ
年
）

同
左

同
左

総
事
業
費

約
1
3
2
億
円

（
消

費
税
含

む
）

約
1
4
2
億
円

（
消
費
税
含
む
）

約
1
5
2
億
円

（
消
費
税
含
む
）

・
前
原
橋

架
替

の
位
置

・
構

造
形
式

の
決

定
に
よ

る
増

額
・

危
機
管

理
型

ハ
ー
ド

対
策

を
新
た

な
整

備
メ
ニ

ュ
ー

と
し

て
追

加

総
便
益

(
B
)

約
2
,
9
3
0
億
円

（
消

費
税
含

む
）

同
左
（
※
3
）

約
4
,
6
8
1
億
円

（
消
費
税
控
除
）

・
資
産
デ

ー
タ

の
更
新

人
口

・
世

帯
デ

ー
タ

（
H
1
7
⇒

H
2
2
）

事
業

所
デ

ー
タ

（
H
1
8
⇒

H2
6
）

土
地

利
用

デ
ー

タ
(
H
1
8⇒

H2
6）

延
べ

床
面

積
デ
ー

タ
(
H
1
2
⇒

H
2
2
）

・
各
種
資

産
評

価
単
価

の
更

新
（

H
2
3
.
2
⇒

H
2
9
.
2
）

・
消
費
税

控
除

（
※
1
）

総
費
用

（
Ｃ
）

約
1
0
8
億
円

（
消

費
税
含

む
）

同
左
（
※
3
）

約
1
4
2
億
円

（
消
費
税
控
除
）

・
前
原
橋

架
替

の
位
置

・
構

造
型
式

の
決

定
に
よ

る
増

額
・

危
機
管

理
型

ハ
ー
ド

対
策

を
新
た

な
整

備
メ
ニ

ュ
ー

と
し

て
追

加
・

消
費
税

控
除

（
※
2
）

費
用
便
益
比

（
Ｂ
／
Ｃ
）

2
7
.
1

同
左
（
※
3
）

3
2
.
9
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参
考
：
芦
田
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析
（
感
度
分
析
）


残
事
業
、
残
工
期
、
資
産
を
個
別
に
±
10
％
変
動
さ
せ
て
、
費
用
便
益
比
（
B
/
C
)
を
算
定
し
、
感
度
分
析
を
行
っ
た
。

芦
田
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）

基
本

残
事
業
費

残
工
期

資
産

+1
0%

-1
0%

+1
0%

-1
0%

+1
0%

-1
0%

全
体
事
業

3
2.
9

31
.4

34
.6

33
.3

32
.5

36
.1

29
.7

残
事
業

10
.7

9.
8

1
1.
8

10
.7

10
.6

11
.7

9.
6

当
面
の
整
備

（
7ヶ

年
）

13
.0

11
.9

14
.3

1
3.
0

12
.9

14
.2

11
.7

※
1
）
「
各
種
資
産
評
価
単
価
及
び
デ
フ
レ
ー
タ
ー
（
平
成
2
9
年
2
月
改
正
）
」
に
合
わ
せ
て
消
費
税
を
控
除

※
2
）
平
成
2
8
年
4
月
5
日
事
務
連
絡
「
費
用
便
益
分
析
の
費
用
算
定
に
お
け
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
に
基
づ
き
消
費
税
を
控
除
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こ
れ

ま
で

に
実

施
し

た
事

業
内

容
参
考
：
事
業
費
増
額
の
主
な
内
容

■
土
生
・
目
崎
・
父
石
地
区
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
架
替
す
る
前
原
橋
の
位
置
・
構
造
形
式
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

■
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
で
増
額
。

前
回

評
価

事
業

費
（
H
2
6
再

評
価

）
約

1
4
2
億

円
⇒

今
回

事
業

費
（
H
2
9
再

評
価

）
約

1
5
2
億

円
（
約

1
0
億

円
の
増

）

施
設

の
能

力
を

上
回

る
洪

水
へ

の
対

策
（
危

機
管

理
型

ハ
ー

ド
対

策
）

芦
田

川

堤
防

天
端

舗
装

3
1
k
0
0
0

3
0
k
0
0
0

2
9
k
0
0
0

上
前
原
橋

大
渡
橋

前
原

橋
→

架
替

危
機

管
理
型

ハ
ー
ド
対

策
（
天

端
の
保

護
）

下
前
原
橋

ブ
ロ

ッ
ク

積
護

岸

ブ
ロ

ッ
ク

張
護

岸

2
9
k2

0
0
付

近

前
原

橋
周

辺
の

護
岸

整
備

裏
法

擁
壁

の
追

加

盛
土

量
の

増

・
河

川
整

備
計

画
策

定
時

の
前

原
橋

は
概

略
検

討
段

階
で
あ
り

、
地

元
協

議
や

詳
細

設
計

を
実

施
し

て
い

く
な

か
で

架
替
位
置

や
取

付
道

路
の

線
形

が
決

ま
り

、
詳

細
な

地
質

調
査

・
測
量

に
よ

り
下

記
変

更
が

生
じ

た
。


地

質
調

査
に

よ
る

直
接

基
礎

→
場

所
打

ち
杭


架

替
位

置
に

よ
る

盛
土

量
の

増
、

裏
法

擁
壁

の
追

加

事
業

費
増

額
の

主
な

理
由

築
堤

・
護

岸
整

備

土
生

・
目

崎
・
父

石
地

区
に

お
け

る
前

原
橋

架
替

概
略

検
討

時
の
架
替
位
置

は
ぶ

め
さ

き
ち

い
し

- 19 -



■
掘

削
箇

所
で

発
生

す
る

掘
削

土
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

等
と

の
事

業
調

整
や

有
効

利
用

を
図

り
、

コ
ス

ト
縮

減
に

努
め

る
。

参
考
：
事
業
に
お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
（
建
設
発
生
土
の
有
効
利
用
）

掘
削

土
の

有
効

利
用

イ
メ

ー
ジ

掘
削

土
の

有
効

利
用

- 20 -



20
,4
53

0
0

10
00
0

20
00
0

30
00
0

（
人

）

電
力

の
停

止
に

よ
る

影
響

人
口

現
状

整
備

後

48
 

29
 

10
 

0 
0 

0 
02040608010
0（
人

）
現

状

整
備

後

避
難

率
0
％

避
難

率
4
0
％

避
難

率
8
0
％

参
考
：
貨
幣
換
算
が
困
難
な
効
果
等
に
よ
る
評
価

■
「
水
害
の
被
害
指
標
分
析
の
手
引
き
」
に
準
じ
て
河
川
整
備
に
よ
る
「
人
的
被
害
」
と
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
る
波
及
被
害
」
の
軽
減
効
果

を
算

定
■
対
象
洪
水
は
、
河
川
整
備
計
画
目
標
流
量
規
模
の
洪
水
に
対
し
て
評
価
を
実
施
（
府
中
よ
り
下
流
1
/
3
0
規
模
、
府
中
よ
り
上
流
1
/
1
0
規
模
）

■
河
川
整
備
計
画
目
標
流
量
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
芦
田
川
流
域
で
、
想
定
死
者
数
が
2
9
人
（
避
難
率
4
0
%
）
、
電
力
の
停
止
に
よ
る
影
響
人

口
が
2
0
,
4
5
3
人
と
想
定
さ
れ
る
が
、
事
業
実
施
に
よ
り
解
消
さ
れ
る

想
定
死
者
数

電
力
の
停
止
に

よ
る
影
響
人
口

「
想

定
死

者
数

」
の
考

え
方

浸
水

に
よ

る
想

定
死

者
数

を
避

難
率

別
に

推
計

す
る

。

・
計

算
メ

ッ
シ

ュ
毎

に
、

年
齢

別
（
6
5
歳

以
上

、
未

満
）
、

居
住

す
る

住
宅

の
階

数
別

（
1

階
、

2
階

、
3
階

以
上

）
に

分
類

し
た

人
口

に
危

険
度

を
乗

じ
た

値
の

総
和

か
ら

想
定

死
者

数
を

算
出

す
る

。
・

既
往

水
害

に
お

け
る

避
難

率
は

大
き

な
幅

が
あ

る
た

め
、

避
難

率
は

0
％

、
4
0
％

、
8
0
％

の
3
つ

の
ケ

ー
ス

を
設

定
す

る
。

「電
力
が
停
止
す
る
浸
水
深
」
の
考

え
方

浸
水

に
よ

り
停

電
が

発
生

す
る

住
宅

等
の

居
住

者
数

を
推

計
す

る
。

・
浸

水
深

7
0
c
m

で
コ

ン
セ

ン
ト

（
床

高
5
0
c
m

＋
コ

ン
セ

ン
ト

設
置

高
2
0
c
m

）
に

達
し

、
屋

内
配

線
が

停
電

す
る

。
・

浸
水

深
1
0
0
c
m

以
上

で
、

地
上

に
設

置
さ

れ
た

受
変

電
設

備
（

6
,6

0
0
V

 等
の

高
圧

で
受

電
し

た
電

気
を

使
用

に
適

し
た

電
圧

ま
で

降
下

さ
せ

る
設

備
）
及

び
地

中
線

と
接

続
さ

れ
た

路
上

開
閉

器
が

浸
水

す
る

た
め

、
集

合
住

宅
等

の
棟

全
体

が
停

電
す

る
場

合
が

あ
る

。
・

浸
水

深
3
4
0
c
m

以
上

で
、

受
変

電
設

備
等

の
浸

水
に

よ
り

、
棟

全
体

が
停

電
と

な
ら

な
い

集
合

住
宅

に
お

い
て

は
、

浸
水

深
に

応
じ

て
階

数
毎

に
停

電
が

発
生

す
る

。

浸
水

深 2
.3

m
未

満

2
.3

m
～

5
.0

m
未

満
（
1
階

危
険

水
位

）

5
.0

m
～

7
.7

m
未

満
（
2
階

危
険

水
位

）

7
.7

m
以

上

（
整

備
前

）
（
整

備
後

）
浸

水
面

積
約

1
,6

2
0
h
a

浸
水

面
積

0
h
a

浸
水

深

0
.7

m
未

満

0
.7

m
～

1
.0

m
未

満

1
.0

m
～

3
.4

m
未

満

3
.4

m
～

5
.0

m
未

満

5
.0

m
以

上

（
整

備
前

）
浸

水
面

積
約

1
,6

2
0
h
a

（
整

備
後

）
浸

水
面

積
0
h
a

※
全

体
事

業
の

整
備

前
後

で
比

較
し

た
。

整
備

後
の

被
害

は
な

し

整
備

後
の

被
害

は
な

し

想
定

死
者

数

影
響

人
口
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芦田川直轄河川改修事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

芦田川直轄河川改修事業 継続

芦田川総合水系環境整備事業 継続

小瀬川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１１月２０日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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